
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
経
て
公
有
民
営
化
に

三
岐
鉄
道
の
北
勢
線
、
黒
部
峡
谷
鉄
道
と

と
も
に
ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
（
特
殊
狭
軌
）
の
路
線

と
し
て
も
知
ら
れ
る
四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄

道
は
、
内
部
線
（
あ
す
な
ろ
う
四
日
市

－

内
部
）

５
・
７
㎞
と
八
王
子
線
（
日
永

－

西
日
野
）
１
・

３
㎞
か
ら
成
る
。
い
ず
れ
も
大
正
期
に
開
業

し
、
１
９
６
５
年
よ
り
近
畿
日
本
鉄
道
の
路

線
と
な
っ
た
。

沿
線
に
は
住
宅
地
が
広
が
り
、
生
活
路
線

と
し
て
の
役
目
を
担
っ
て
い
る
が
、
１
９
７ 

０
年
に
は
７
２
２
万
人
い
た
輸
送
人
員
は
減

少
を
続
け
、
恒
常
的
な
赤
字
が
積
み
重
な
っ

て
い
た
近
鉄
は
、
２
０
０
７
年
以
降
、
地
元

自
治
体
で
あ
る
四
日
市
市
と
内
部
・
八
王
子

線
の
将
来
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
を
続
け

た
。
２
０
１
１
年
に
は
、
四
日
市
市
の
都
市

総
合
戦
略
に
車
両
更
新
補
助
と
西
日
野
駅
・

内
部
駅
の
駅
前
広
場
整
備
も
盛
り
込
ま
れ
た

が
、
そ
の
後
も
輸
送
人
員
の
減
少
は
続
き
、

近
鉄
の
提
案
で
あ
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送

シ
ス
テ
ム
）
へ
の
転
換
も
含
め
た
経
営
再
建

の
た
め
の
検
討
、
地
元
住
民
の
鉄
道
存
続
を

求
め
る
署
名
活
動
（
17
万
人
分
）
な
ど
、
地

域
内
で
は
、
行
政
、
交
通
事
業
者
、
市
民
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
と
活
動
が
進
め
ら
れ

た
。　そ

し
て
２
０
１
３
年
、
四
日
市
市
と
近
鉄

は
公
有
民
営
化
に
よ
る
存
続
で
合
意
。
７
月

に
は
学
識
経
験
者
、
沿
線
自
治
会
、
沿
線
高

校
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
者
等
か
ら
構
成
さ

れ
る
「
内
部
・
八
王
子
線
利
用
促
進
協
議

会
」
が
設
置
さ
れ
、
利
用
促
進
に
向
け
た
取

り
組
み
が
開
始
さ
れ
た
。

２
０
１
４
年
３
月
27
日
に
は
、
近
鉄
が

75
％
、
四
日
市
市
が
25
％
出
資
す
る
「
四
日

市
あ
す
な
ろ
う
鉄
道
株
式
会
社
」
を
設
立
。

第
三
種
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
四
日
市
市
は
、

市
が
保
有
す
る
鉄
道
施
設
・
車
両
、
近
鉄
か

ら
無
償
借
用
し
た
土
地
を
、
列
車
の
運
行
を

行
う
第
二
種
鉄
道
事
業
者
・
四
日
市
あ
す
な

ろ
う
鉄
道
に
無
償
貸
与
す
る
。

四
日
市
市
は
発
足
後
の
10
年
間
で
鉄
道
施

設
の
維
持
修
繕
に
４
億
円
、
鉄
道
施
設
の
老

朽
更
新
等
に
21
億
円
の
費
用
を
投
じ
、
四
日

市
市
に
対
し
て
は
、
公
有
民
営
方
式
移
行
時

に
近
鉄
か
ら
支
払
わ
れ
た
一
時
金
（
８
億

円
）
に
加
え
、
国
が
施
設
投
資
・
修
繕
費
用

３
分
の
１
を
、
県
が
６
分
の
１
の
補
助
を
行

う
こ
と
で
、
地
域
主
導
の
鉄
道
事
業
を
支
援

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

快
適
性
や
利
便
性
向
上
を
図
る
施
策

　
四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄
道
の
現
状
を
具
体

的
に
見
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
車
両
に
つ
い
て
だ
が
、
老
朽
化
し

た
車
両
は
廃
車
し
て
新
造
、
一
部
は
改
造
し

て
更
新
し
て
い
る
。
従
前
は
な
か
っ
た
冷
房

設
備
も
、
す
べ
て
の
車
両
に
完
備
さ
れ
た
。

廃
車
と
な
っ
た
車
両
は
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
で
、

ナ
ロ
ー
ゲ
ー
ジ
で
は
向
か
い
合
っ
た
座
席
の

間
が
狭
く
、
人
が
立
て
な
い
ほ
ど
だ
っ
た

が
、
新
造
車
両
は
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
（
52
席
）

に
変
更
さ
れ
た
。
座
席
数
は
少
な
く
な
っ
た

が
、
車
椅
子
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
利
用
で
き
る

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、
乗
車
中
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四日市あすなろう鉄道株式会社
鉄道営業部 次長

大藪 淳
Atsushi OHYABU

四日市あすなろう鉄道株式会社
鉄道営業部 運輸課 運輸管理所長

山上雅人
Masato YAMAKAMI

文◉茶木　環／撮影◉織本知之

三重県四日市市を走る四日市あすなろう鉄道は、
近畿日本鉄道から内部線・八王子線の運営を移管され、
2015 年 4 月 1 日より運行を開始した。
公有民営方式で地域の鉄道を維持する、
自治体・交通事業者・利用者が一体となった取り組みを伺った。

公有民営方式で歩む
四日市あすなろう鉄道



の
快
適
性
、
利
便
性
は
向
上
し
た
。

運
行
ダ
イ
ヤ
は
平
日
・
土
休
日
と
も
同
一

で
、
１
日
１
５
０
本
（
内
部
方
面
が
76
本
・
西

日
野
方
面
が
74
本
）。朝
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
４
編
成
、

そ
の
他
の
時
間
帯
は
３
編
成
で
運
用
し
て
い

る
。鉄

道
営
業
部
の
大
藪
淳
次
長
は
「
近
鉄
時

代
の
ダ
イ
ヤ
が
よ
く
練
ら
れ
て
い
る
の
で
、

当
社
開
業
後
も
変
更
し
て
い
な
い
。
お
客
さ

ま
に
と
っ
て
も
慣
れ
親
し
ま
れ
た
ダ
イ
ヤ
で

あ
り
、
変
更
し
な
い
こ
と
で
利
便
性
を
感
じ

る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
は
」
と
語
る
。

さ
て
、
利
用
者
側
に
立
っ
て
見
れ
ば
、
普

通
運
賃
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
が
、
新
生
後
の

普
通
運
賃
は
30
円
値
上
げ
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
路
線
は
近
鉄
四
日
市
駅
で
近
鉄
名

古
屋
線
と
接
続
し
、
乗
り
継
い
で
移
動
す
る

利
用
者
が
多
い
が
、
移
管
後
は
２
社
間
の
乗

り
継
ぎ
に
初
乗
り
運
賃
が
生
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

こ
の
影
響
か
ら
か
、
初
年
度
は
通
勤
・
通

学
と
も
定
期
利
用
が
減
少
し
た
と
い
う
。
近

年
、
通
勤
定
期
は
安
定
し
て
き
た
が
、
学
生

た
ち
は
自
転
車
に
転
換
し
、
季
節
や
天
候
に

よ
っ
て
は
鉄
道
を
利
用
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
増
え
て
い
る
。
定
期
外
が
増
加
傾
向
に
あ

る
の
は
、
こ
う
し
た
条
件
付
き
の
鉄
道
利
用

が
増
え
て
い
る
か
ら
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
。こ

う
し
た
現
状
に
対
応
す
る
た
め
、

四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄
道
で
は
２
０ 

１
８
年
春
に
、
学
生
を
対
象
に
し
た

「
お
試
し
通
学
回
数
乗
車
券
」
を
期
間

限
定
で
発
売
し
た
。
２
６
０
円
区
間
は

７
回
乗
車
が
１
０
０
０
円
、
２
０
０
円

区
間
は
７
回
乗
車
が
８
０
０
円
で
利
用

可
能
と
し
た
。

今
後
の
課
題
は
や
は
り
通
学
定
期
利

用
の
促
進
だ
。
２
０
１
９
年
春
に
は
、

通
学
を
対
象
に
し
た
１
年
定
期
を
発
売

す
る
。
現
在
発
売
さ
れ
て
い
る
１
カ
月

定
期
や
６
カ
月
定
期
よ
り
も
割
引
率
を
高
く

設
定
し
た
。

「
ま
ず
は
乗
っ
て
も
ら
っ
て
安
全
性
・
快

適
性
・
利
便
性
を
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
」
と
大
藪
次
長
は
熱
意
を
持
っ
て
説
明

す
る
。

ま
た
、
２
０
１
８
年
か
ら
あ
す
な
ろ
う
四

日
市
駅
・
西
日
野
駅
を
限
定
と
し
た
「
サ
イ

ク
ル
ト
レ
イ
ン
」
を
導
入
。
内
部
駅
と
西
日
野

駅
で
駅
前
広
場
整
備
の
計
画
が
進
ん
で
お
り
、

西
日
野
駅
で
は
既
に
屋
根
付
き
の
大
型
駐
輪

場
を
設
置
す
る
な
ど
、沿
線
で
サ
イ
ク
ル
＆
ラ

イ
ド
の
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

行
政
や
市
民
と
の
協
働
で
利
用
促
進

内
部
線
・
八
王
子
線
で
は
、
存
続
問
題
が

出
た
頃
か
ら
「
乗
っ
て
残
す
」
機
運
が
強
ま

り
、
イ
ベ
ン
ト
列
車
が
企
画
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
が
、
移
管
後
は
、
四
日
市
市
や

市
民
の
発
案
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
活
動

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

１
ｄ
ａ
ｙ
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
を
購
入
し
、
イ

ベ
ン
ト
列
車
に
乗
っ
て
指
定
の
場

所
に
行
く
と
カ
ブ
ト
ム
シ
が
も
ら

え
る
「
カ
ブ
ト
ム
シ
列
車
」、
鉄

道
と
東
海
道
の
散
策
を
楽
し
む

「
弥
次
喜
多
ま
ん
じ
ゅ
う
列
車
」

の
ほ
か
、
沿
線
の
店
舗
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
会
場

の
一
つ
と
し
て
車
内
で
演
奏
が
行

わ
れ
る
ジ
ャ
ズ
列
車
、
ワ
イ
ン
を

楽
し
む
ワ
イ
ン
列
車
な
ど
多
岐
に

渡
る
。

地
域
外
を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
が
あ
る
。
四
日
市
市
へ
の
納
税
の

返
礼
メ
ニ
ュ
ー
に
、
四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄

道
の
駅
長
体
験
や
貸
切
列
車
１
往
復
も
加
え

ら
れ
た
。

「
当
社
線
は
、
地
域
で
重
要
な
存
在
で
あ

る
こ
と
を
移
管
後
、
一
層
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
沿
線
の
方
々
も
自
分
た
ち
の

地
域
の
鉄
道
だ
と
い
う
意
識
か
ら
、
駅
花
壇

へ
の
花
植
え
や
、
清
掃
活
動
を
行
っ
て
く
だ

さ
り
、
地
域
の
当
社
線
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

た
」
と
鉄
道
営
業
部
運
輸
課
の
山
上
雅
人
運

輸
管
理
所
長
は
語
る
。

ま
た
、
大
藪
次
長
も
「
地
域
と
よ
り
密
着

し
た
鉄
道
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

今
後
は
安
全
性
と
と
も
に
、
も
っ
と
気
配
り

目
配
り
を
行
い
、
利
用
者
に
優
し
い
鉄
道
を

共
創
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

存
続
を
市
民
が
選
択
し
て
誕
生
し
た
新
た

な
鉄
道
は
４
年
目
を
迎
え
、
利
用
促
進
に
向

け
た
三
位
一
体
の
取
り
組
み
が
次
々
と
行
わ

れ
て
い
る
。
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あすなろう四日市駅。近鉄四日市駅と改札外で連絡する

公募で「なろうブルー」の愛称が付いたクロスシートの更新車両

四日市駅

新正駅

赤堀駅

日永駅

西日野駅

内部駅

南日永駅

内部線
あすなろう四日市駅～内部駅間
5.7km

泊駅

追分駅

小古曽駅

中川原駅伊勢松本駅

海山道駅

南四日市駅

塩浜駅

近
鉄
名
古
屋
線

Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

近鉄湯の山線

八王子線
日永駅～西日野駅間
1.3km

近鉄
四日市駅

あすなろう四日市駅


